
Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php on line 39



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 51



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 52



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 53



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 55



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "user_attribute" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Undefined array key "user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 63



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 64



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 65



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 66



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 67



Warning:  Undefined array key "tag" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 99



Warning:  Undefined array key "t" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 110



Warning:  Undefined array key "all" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 112



Warning:  Undefined array key "n" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 113



Warning:  Undefined array key "r" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 114



Warning:  Undefined array key "v" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 122



Warning:  Undefined array key "kanrino_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 138



Warning:  Undefined array key "title_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 139



Warning:  Undefined array key "tourokudate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 140



Warning:  Undefined array key "satueibasyo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 141



Warning:  Undefined array key "satueidate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 142



Warning:  Undefined array key "seireki_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 143



Warning:  Undefined array key "sikityo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 144



Warning:  Undefined array key "ookisa_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 145



Warning:  Undefined array key "syozousya_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 146



Warning:  Undefined array key "sankoubunken_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 147



Warning:  Undefined array key "tikucode_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 148



Warning:  Undefined array key "sagyobi_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 149



Warning:  Undefined variable $key_reg in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function_searchtop.php on line 57



Warning:  Undefined array key "" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 258



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 260



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 287



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 297



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 303



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 309



Warning:  Undefined array key "4user_account" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 585



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660
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登録リスト（該当：66件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事　２]	西塩田時報　面白いと感じた記事　２	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き２
この記事も自身がもう一つ選んだ記事と同じく、過去の日本の変化がみられる記事の一つで、第二次世界大戦が終わった日本が封建的思想から次第に目覚めていき、デモクラシー的な自由な世界となろうとしてる、といった記事であり、終戦後から大正デモクラシーにつながっていくであろう過程が分かるような記事になっており、これもまた自身が学んだ歴史を振り返っているようで面白いと感じました。西塩田時報vol.２　7ページ左上農村青年より	2023-12-11
	2	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事１]	西塩田時報　面白いと感じた記事１	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き１
この一つ目の記事では終戦後一年目を迎えた日本の状況やその時代の青年に求められたことが読み取れる良い記事だと思いました。終戦後一年経った日本は依然として食糧問題が発生しており、農村に住んでいる青年の仕事ぶりが大事であるといったことや、「ポツダム宣言以来、日本の人々が好む好まずを関係なしに、民主主義的生活様式を採用せざるを得なかった」という文章から戦後に変わっていく日本が過去に自身が歴史の授業で学んだ通りに西塩田時報に描写されているのが個人的に面白く感じました。　西塩田時報vol.２　3ページ左下現代青年の任務より	2023-12-11
	3	[image: 『西塩田青年団報』第４号（1966年11月25日）1頁]	『西塩田青年団報』第４号（1966年11月25日）1頁	これは、日本国憲法の全文が掲載されている記事です。やはり、憲法が変わるという大きな出来事なので、大きく掲載されています。	2023-12-10
	4	[image: 『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)]	『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)	1.	地域の組織やクラブなどが、支部や施設の改修が完了したことを公に知らせるために催しを行っているようです。
2.	事務所で春季の行事や催し物を行うことを意味している可能性があります。
3.	組織の指導者や管理者のポジション（支部長や副支部長）と、産業統計に関連する活動が行われていることが示唆されています。
4.	組織のメンバーが新しいリーダーシップやポジションに選ばれるプロセス。
5.	複数の組織や部門からのメンバーが一堂に会して合同で役員会を開いていることを示唆しています。
6.	新年を祝うためのイベントやパーティー。
7.	高齢者を敬愛し感謝する日。日本では9月の第3月曜日が敬老の日とされています。
8.	 青年団や青年会の活動に関連するものと思われます。
9.	寄付や寄贈を受けたことを報告している箇所。
10.	収支	2023-12-07
	5	[image: 青少年不良化対策 必要な補導育成（『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁）]	青少年不良化対策 必要な補導育成（『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁）	今でもいる不良。昔は、不良に対してどのような補導育成を行っていたかが、わかる記事です。

補導育成事項が11項目もあり、今でも適応されるようなことも書かれている。しかし、「（8）青年男女の集合して行う演劇、演藝会等は無軌道に陥らないように注意すること」と書かれており、別に不良に関係あるのかが微妙なラインのものまで書かれていた。不良のことについて細かく書いてあるのが面白いと思いました。
標語例を見て、現代に通じるものを感じてみてください。


▼この記事は以下から参照できます。
#1073 『西塩田時報[戦後]』第33号(1949年12月20日)3頁	2023-12-06
	6	[image: 酒は薬か（西塩田時報　第28号大正15年3月1日）]	酒は薬か（西塩田時報　第28号大正15年3月1日）	お酒を適量に飲むことは、体の薬であると世の中の多くの人が信じていますが、統計による調査を見ると、少しも酒を飲まない人の平均生存年より、四年程度短い命であったことがこの記事には、記載されています。そして、お酒は、飲んだその人の体に害を及ぼすだけでなく、子孫の体質にも影響を及ぼすことから、青年に対して、自身の健康問題だけでなく、日本民族の体質の向上という面からも禁酒することを促していました。

この記事の最後の日本民族の体質の向上の面から禁酒を促している点が、昔の日本の民族意識のようなものが感じられて面白かったです。

▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第28号（大正15年3月1日）
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns03_021to040.p	2023-12-06
	7	[image: 常楽寺]	常楽寺	上田市の指定文化財です。
平安時代の始めに北向観音の本坊として慈覚大師（円仁）によって建てられた天台宗の寺で、大日如来の化身妙観察智阿弥陀如来がまつられています。
学問への貢献も知られている寺で、多くの青年僧が学んだとされています。
重厚な茅葺き屋根が神聖な雰囲気を醸し出しています。

寺の裏手の林は北向観音が出現したと言われ、石像多宝塔があります。（100円の拝観料が必要）

また境内に美術館も併設されています。（記事作成者が行ったときは残念ながら閉まっていました。）	2023-10-31
	8	[image: 飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))]	飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))	飯島保作は、文久３年（１８６３）に飯島家の長男として横町に生まれました。明治６年（１８７３）上田街学校に入学し、明治１０年（１８７７）に上等小学校全科を卒業しました。上田街学校の教員補助の職は、天皇の御巡幸が終わった後退職し、家業（質屋）に従事しました。
　自らが作成した年賦には「家業のかたわら独学」とあります。向学心旺盛な青年で、この向学心が実業家飯島保作を生み、このころから雑誌に狂歌、川柳等々の投稿を始め、後の上田地方の庶民文学のリーダーとしての文学上の資質を開花させたのです。
　保作は、上田商工会議所会頭、第十九銀行の頭取を歴任して生涯を閉じた上田を代表する傑出けっしゅつした実業家でした。明治１５年（１８８２）１０月、上田郵便局に採用され、最初の職業の第一歩を踏み出し、	2023-02-01
	9	[image: 林倭衛 (はやししずえ)]	林倭衛 (はやししずえ)	父は、倭衛が小学校在学中に製糸工場経営に失敗し、明治４０年の春、倭衛と弟を実家の小林家にに預けたまま夜逃げ同様に東京へと出てしまいました。実家は上田駅に近い北天神町通りで蚕種用の和紙などを商っていましたが、倭衛は友人たちから離れ孤独にさいなまれましたが、同じ頃に同じ北天神町に移り住んだ馬場衛まさるが、生涯の友となりました。約１年の後にようやく父母の下に引き取られはしたものの、何かにつけて旧士族出身にこだわって失敗を繰り返す父に対して、倭衛は激しく不信を覚え続け、やがて少年の孤独感は次第に不屈な自立心へと成長していくのでした。
　明治４３年には印刷会社の給仕となり月給を得るようになると、近くの水彩画研究所の夜間部に入り、明るく旺盛な好奇心のままに、生涯にわたる美術関係の友人を	2023-02-01
	10	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	真田信繁（のぶしげ）こと、幸村は、上田で青年期を過ごしたといわれています。上田城の築城がはじまってしばらくの後、上杉家に人質に出され、そこで、兼続と出会ったのです。	2023-02-01
	11	[image: 上田のスポーツ]	上田のスポーツ	塩田地域では青年たちによるスポーツの大会が開かれており、競技は野球とバレーでした。記事の内容には競技のなかでのスポーツマンシップについてやどんなプレーがでたのかが書かれていました。
それとは別にも村の体育祭も開催されていました。多様な種目にわたるものになっており、おもしろい名前の競技もありました。「まずいっぷく」や「2百才リレー」などがとても興味をもちました。

また、現在でも上田オール西部というソフトボールチームが存在しています。大会に優勝し北海道での全国大会に行くことも書かれています。同様にバレーもママさんバレーとしてチームがあり、こちらも優勝を経て全国大会に行っています。これらも過去の歴史として地域で盛んだったスポーツの熱が残っていることが一つの地域の伝統なのではないでし	2023-02-01
	12	[image: 農村女性に望む]	農村女性に望む	戦時中の苦労や恐怖からと終戦に対する幸福感が書かれている。それとともにもう戦争のことなど考えず農家の女性としてこれから生きていくことが力強く書かれている。



まとめ
終戦直後の混乱状態のリアルなこえをまとめることができた。青年は敗戦に落ち込まず前向きに復興へとすすんでいることが読み取れた。
被害が多くなかったとは言え様々な問題を抱えていたことが分かった。	2023-01-31
	13	[image: 現代青年の任務]	現代青年の任務	終戦後の苦しさとこれからの政治に期待することが書かれている。
今後の青年の行動がどれだけ重要かが説かれている。	2023-01-31
	14	[image: 戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ]	戦時版の新聞③「プロパガンダ映画」とまとめ	映画までもプロパガンダとして利用されていたことが分かる記事である。
イギリス領インドの青年を日本人(岡倉天心等)が助けるといった内容であると書かれている。
実際の人物までもプロパガンダ映画で使われていたことに驚いた。
岡倉天心の「東洋は一つ」という言葉を都合よく解釈し、戦争に利用したように感じる。

参考サイト
【戦後７５年】戦時中の中部日本新聞をＰＤＦで読んでみよう
2023年1月31日閲覧


▼この資料は以下から参照できます。
『中部日本戦時版』「	2023-01-31
	15	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	16	[image: 体力検査成績発表！！（『西塩田時報』第187号（1925年6月１日）1頁）]	体力検査成績発表！！（『西塩田時報』第187号（1925年6月１日）1頁）	学校のカリキュラム上の新体力テストのようなものだと思いましたが、地域の青年団員の成績結果でした。一番上に百米（100m）の結果が広報されているのですが、12秒台の方が先頭にいらっしゃいます。現在においてもかなりの記録です。靴や走り方を学べばもっと良い記録を狙えると思います。


▼この記事は以下から参照できます。
#364 #364 『西塩田時報』第187号(1925年6月1日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns11_181to204.pdf	2022-12-26
	17	[image: 夢を読む]	夢を読む	時代背景が伺える言葉選びと病弱な青年が活字によって人々の夢について語る部分がとても興味深かった。	2022-12-25
	18	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	太平洋戦争が終結した際の日本国内の様子が書かれている。自分にとっては教科書的な内容であった国民主権や思想良心の自由への移行への国内の動向を知ることが出来た。今では当たり前にあるような考え方も当時は反発もあったようだ。現代とギャップが非常に興味深いものだった。	2022-12-25
	19	[image: 壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）]	壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）	明治時代、徴兵制度に基づいて満20歳の青年全員に行われた「壮丁検査学力試験」の問題が載っていました。壮丁検査とは、徴兵検査受検義務者を壮丁と称し、教育や学力の程度を測るための調査です。
「人の本分は何か」という問いや、「我等の進むべき道」という題の作文がありました。また、書取では「議会協賛」や「心身鍛錬」などが出題されていました。問題から、戦争が身近にあり、求められているのは化学的な知識や学力ではなく、愛国心や天皇や国策に関する理解だったことが読み取れました。


この記事は以下から参照できます。
#1『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0001.jpg	2022-12-25
	20	[image: 青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）]	青年期の問題に就て（『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁）	青年期の問題について記載されており、その内容の中でも結婚年齢が徐々に遅れているという内容が現代と通じていて面白いと思った。この頃から「青年」や「壮年」が何歳からと規定されていたことを知り、驚いた。昔は１５～２５歳を青年と呼んでいたが、時が経つにつれ年齢が変化しているということを知った。

▼この記事は以下から参照できます。
＃２８４『西塩田時報』第６５号（１９２９年４月１日）２頁	2022-12-24
	21	[image: 引揚者を暖かい気持ちをもって迎えましょう]	引揚者を暖かい気持ちをもって迎えましょう	過酷な環境から帰ってくる引揚者の人々に冷たい態度をとらず暖かく迎えましょうと呼びかける内容です。
第二次世界大戦が終わった後の記事で海外にとどまることを強いられた人々への思いやりや終戦後の日本の一体感が読み取れる記事です。
#965 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0965.jpg	2022-12-21
	22	[image: 火の用心]	火の用心	他の災害と比較して火事は我々の意識で防ぐことができあるという内容をユーモアを交えて訴えかけた記事です。
地震雷火事親父という今でも耳にする言葉を用いられていて、当時から親父の部分に疑問を持つような書き方がされていて、そのうえ火事への注意喚起は真面目に訴えかけている点が面白いと感じました。

#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0957.jpg	2022-12-21
	23	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	これは当時の太平洋戦争が終わりポツダム宣言を受諾した日本の意見が良く分かる記事です。おそらくこの記事のようにポツダム宣言に賛成した派と否定派で激しく争ったように感じ取れます。そのような昔の雰囲気を感じ取れる記事として面白く思えました。


▼この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-21
	24	[image: 火の用心　【『西塩田青年団報（戦後）』第2号(1946年9月20日)3頁】]	火の用心　【『西塩田青年団報（戦後）』第2号(1946年9月20日)3頁】	この記事は当時はかなりの災害だった火災に対する恐ろしさとその対策について書かれている記事です。しかし単なる災害防止の記事だけでなく読みやすいようユーモアがある筆者の独白なども書かれていて面白いです。


▼
この記事は以下から参照できます。
#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-21
	25	[image: 課題発見ゼミ　12月15日　まとめ]	課題発見ゼミ　12月15日　まとめ	12月15日分　調査まとめ　　
開国後の日本による生糸輸出と上田の関わりについて
上田藩主・松平忠固と生糸輸出
鎖国を解き、開国を果たした日本が世界に進出する際に大きな武器となった生糸の輸出。それに多大な貢献をした人物が松平忠固である。六代目上田藩主、幕府の老中も務めた松平忠固は、日本開国のきっかけとなった日米和親条約の締結に関わりがあった。この開国をきっかけとして、忠固は上田藩の特産品を諸外国に売ることで利益を上げようとしていた。
その中で注目されたのが上田の「生糸」である。雨が少なく乾燥した地域である上田は江戸時代ごろから蚕種業が始まっており、のちに蚕種業の発展に大きな貢献をした「藤本善右衛門」の家系が先駆けだと言われている。忠固は生糸の輸出を行うことを決め、生糸輸出による利益	2022-12-15
	26	[image: 像]	像	上田城内にあった、真田幸村の青年期の銅像がありました。凛々しい顔つきをしていました。	2022-10-29
	27	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像]	上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像	幸村の初陣とされる第一次上田合戦頃の、青年・真田幸村をイメージして造型されたもの。彼の眼が見据える先は徳川の大軍である。
 https://kojodan.jp/castle/60/photo/229664.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　青年時代の真田幸村を表した銅像。眞田神社すぐ横にある。後ろには、壮大な景色が広がっていてとても綺麗でした。この銅像の場面は幸村の初陣、徳川との戦いを表しています。なんとこの戦いの結果は幸村が勝利を収め、大名として独立を確定させた戦いです。こう言ったことから眞田神社のご利益が「勝負運」なのかと考察できました。	2022-10-27
	28	[image: 草津アカデミー2022コンサートを聴く#1]	草津アカデミー2022コンサートを聴く#1	「草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル」を今年も聴きに行きました。今回は第42回、テーマは「ロッシーニ生誕230年～その時代のヨーロッパ」。
はあ、そうですか。
→草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル
聴きに行ったのは8/26(金)のプログラム「カリーン・アダム ヴァイオリン ・リサイタル　フランク＆コルンゴルトのソナタ」です。
草津でアルプホルンの演奏。まるでスイスのごとく。ホテルの送迎もあり。リゾート気分で温泉ばかりでなくコンサートまで堪能できるプチ贅沢の催しにもなっています。

＜曲目と演奏者＞
曲目
(1)コルンゴルト：ヴァイオリン・ソナタ ト長調 作品6
　K.アダム(Vn)、岡田博美(Pf)
(2)ベートーヴェン：セレナード 二長調 作品25
　K-H.シュッツ(Fl)、K.アダム(Vn)、般若佳子(Va)
	2022-08-27
	29	[image: 上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅]	上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅	1921年、上田で「信濃自由大学」(後に上田自由大学)が始まってから約100年が経過しました。当時の神川村の青年だった山越脩蔵、金井正らが始めた上田自由大学は「学ぶとは何か」「自由とは何か」といった時代を超えた根源的な問いかけを現代に対しても投げかけています。

今日8/23、たまたま信濃国分寺の周辺を訪れました。上田自由大学の主要メンバーの一人、山越脩蔵(1894-1990)の生家が現在も残っています。その屋敷の広大さは外塀の大きさからもうかがい知れます。しっかりと綺麗に保全されていることに感心をしました。道路側から見える手前は増築された建物。山越脩蔵が暮らしていた時代の母屋はその奥にあります。

現在はバックパッカーが宿泊できる宿として運営されていることを知りました。歴史的な建造物をこのような形で保全・	2022-08-23
	30	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	31	[image: 食生活（『西塩田青年団報』第4号（1946年11月25日）2頁）]	食生活（『西塩田青年団報』第4号（1946年11月25日）2頁）	見出しに惹かれ読むと、想像より重い内容であった。私の本来のテーマからは少しばかり脱線しているかもしれないが、紹介させていただく。

敗戦にからめ、「武士は食わねど高楊枝」「腹が減っては戦ができぬ」といういわば真逆ともいえる二つのことわざに言及し、食の大切さを語る。

人間らしさとは何かを問うこの文章からは何とも言えない悲壮感が伝わってくる。敗戦後1年3ヶ月ほど経過した段階では、相変わらぬ絶望感がまだ日本中に漂っていたのだろう。


▼資料出典元
#964 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)2頁	2022-02-09
	32	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	33	[image: 現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)]	現代用語の基礎知識(『西塩田青年団報』第33号(1949年12月20日)1頁)	その名の通り、現代日本において知られるようになってきた用語を紹介している。外来語についても紹介している。

今の私たちにとっては身近な言葉も、こうして徐々に浸透していったんだということがわかり、面白いと感じた。	2022-01-27
	34	[image: 運動服調達　決算について(『西塩田青年団報』第32号(1949年11月20日)1頁)]	運動服調達　決算について(『西塩田青年団報』第32号(1949年11月20日)1頁)	学校の野球・排球用のユニフォーム調達のための寄附結果を掲載、お礼している記事。

スポーツに対する協力体制が感じられ、スポーツが村民にとっても娯楽的に親しまれていることがわかった。	2022-01-27
	35	[image: 新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)]	新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)	明治憲法(大日本帝国憲法)が改正されたのは、憲法をポツダム宣言に沿う内容にしなくてはならなかったからだと主張している記事。改正後の憲法がポツダム宣言に準じているということを、実際にそれぞれの条文を比べることで示している。

日本を愛する人民として、新憲法とポツダム宣言は理解しておくべきだという主張が、当時の政治への意欲を表しているように感じた。	2022-01-27
	36	[image: 拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)]	拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)	記事発行以前に行われた村議員選挙において、それがいかに非民主的なものだったかということを痛烈に批判している記事。後ろ盾の無い民主団体や個人は不利な状態に立たされ、女性の候補者も一人も現れなかったという状況を、封建的なかつての選挙と変わらないと言っている。

戦前や戦時中ではこのような政治に対する批判は絶対にできなかったと思うので、自らの意見を自由に発信できる時代の訪れを感じた。	2022-01-27
	37	[image: スポーツ欄(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)4頁)]	スポーツ欄(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)4頁)	地域の野球・卓球の体育祭典のリザルトを掲示した記事。

戦前ではスポーツをやる余裕など無かっただろうと思うが、こうして大会が開けるまでに平和が戻ってきたということを表す、微笑ましい記事だと感じた。	2022-01-27
	38	[image: 民主苦言(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)１頁)]	民主苦言(『西塩田青年団報』第２号(1946年9月20日)１頁)	農村の民主化政策に対して消極的、反動的な意見を排除して意欲的に民主化を進めようと呼びかけた記事。

GHQを中心とした国内改革の成果が見られる記事であるように感じた。	2022-01-27
	39	[image: 英靈故山に還る(『西塩田青年団報』第１号(1946年8月25日)１頁)]	英靈故山に還る(『西塩田青年団報』第１号(1946年8月25日)１頁)	戦死した五名の男子。その名前と戦死日時、場所が中央に大きく書かれていた。
この記事における「英靈」とは死者、特に戦死者の霊を敬って言う語を意味していると思われ、「故山」とは彼らの故郷。
つまり、故郷に遺体という形ではあるが再び還ってきた五名の霊を追悼しよう、という心がけが見受けられる。

国のために命を捧げて死ぬのは美徳であり、仕方ないことだという戦前の考え方が薄れてきているようにも思えた。	2022-01-27
	40	[image: 家庭生活の民主化から]	家庭生活の民主化から	この記事では終戦後の民主化政策に困惑する女性の意見を知ることができる。男性よりも女性が教育を受ける機会が少なかった当時の状況で「男女同権」を主張する民主主義に対して女性にはあまり受け入れられなかったようだ。

『西塩田青年男報』第5号（1946年12月25日）第一頁より	2022-01-27
	41	[image: ビタミンの話（『西塩田青年団報』第5号（1946年12月25日）3頁）]	ビタミンの話（『西塩田青年団報』第5号（1946年12月25日）3頁）	記事では、ビタミンは人間が生きていくうえで不可欠な物質であるとした上で、摂取すべき食材が各ビタミンごとに示されている。

ビタミンB1不足によって起こる脚気はかつて国民病であったというが、戦後になって知識が広まり、食料不足も次第に解消されたことで、ようやく解決に向かったのだろう。

▼この記事は以下から参照できます。
#973 『西塩田青年団報』第5号(1946年12月25日)3頁	2021-12-14
	42	[image: 廢刊の御挨拶(『西塩田時報』第204号(1940年10月30日)1頁)]	廢刊の御挨拶(『西塩田時報』第204号(1940年10月30日)1頁)	西塩田青年団が発行した『西塩田時報』が廃刊となる旨を伝える記事である。

1923年の発刊から高い志を持って続いてきた情報紙が、言論統制・防諜・資源節約を理由として廃刊になることに対し、発行人の無念が読み取れる。

▼この記事は以下から参照できます。
#911 『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)1頁	2021-12-14
	43	[image: 『火事』（ 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁）]	『火事』（ 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁）	地震・火事・雷は恐ろしく、地震と雷は不可抗力であるが火事はまったく不可抗力ではない。といったことが述べられている。

お互いに注意をすれば火事を未然に防ぎ、もし起こったとしても被害を最小限に抑えられるという小さいことだがとても大切なことであると気づかされた。

この記事は以下から参照できます
#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁	2021-12-14
	44	[image: 地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁]	地方選挙に望む『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	選挙の理由や意義または仕組みなどが書いてあった。選挙の制度が地方選挙では村長・議会議員・知事などを決める。選挙に出るものは私的な欲望ではなく、村の代表として信頼される人物が望ましいとも記述してあった。
今でも選挙が行われており、昔の名残も残っているように感じ、面白いと思った。
『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2021-12-13
	45	[image: 農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）]	農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）	この文章は、匿名のYさんから農村の若者に向けた物である。
世界は戦争や疫病により、落ちぶれてしまっている。世界では資本主義や社会主義、科学を主体とする思想も広がっている。日本もそれを色々と真似ようとしているが、執筆者から見たら、立派な青年（日本）が不良な青年（外国）と遊んでいて悪い癖を覚えさせられているように感じられているそうだ。現に世界恐慌の際、労働者と資本家も苦しんでいる中で、大資本家や国際的な資本家は卑しく笑っていた。また、人間は自ら見つけた科学を全力で成長させてきた。その科学は完全に人間の上に立ち、一切の指令権を持つようになり、人間は科学に職を追われ科学の犠牲になりつつある。歴史ある美しき日本を守れ。そして、大和魂を持って世界を再生することが使命である。

ある程度理解	2021-12-12
	46	[image: 渋沢栄一伝記資料　第五十七巻]	渋沢栄一伝記資料　第五十七巻	渋沢栄一(1840-1931)が地元青年の要望を受け、大正6(1917)年に小諸を訪れ、演説した時の速記記録です。原文を読み解き用として編集し、振り仮名や単語の意味などを付属して掲載しています。

※主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト
【渋沢栄一小諸講演】～フォーカス読み解き会の際に作成・公開	2021-12-06
	47	[image: 大里時報]	大里時報	北佐久郡大里村青年団の発行物
昭和24年3月10日第1号発行	2021-09-28
	48	[image: 上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)
 109頁／21MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 109ファイル／25MB



▼上田市公文書館資料情報
写真アルバム・上田築城三百五十年祭記念写真帳ほか
しゃしんあるばむ・うえだちくじょうさんびゃくごじゅうねんきねんしゃし	2021-03-07
	49	[image: 萬葉集（写本）]	萬葉集（写本）	『萬葉集』（写本）全9帖　（市立小諸図書館所蔵）

『萬葉集』とは･･･
飛鳥・奈良時代の歌集で、約130年間の長歌、短歌、旋頭歌、仏足石歌など4500首余りを収録。天皇、皇后をはじめ一般民衆の歌まで含んだ歌集。
【参考文献】『国史大事典』（国史大辞典編集委員会／編　吉川弘文館　1992）

本書は、江戸初期の写本といわれていて、国文学者佐佐木信綱氏の著書『萬葉集事典』（平凡社　1956）の諸本―写本の項で『小諸本萬葉集』として収録されています。
綴葉装（てっちょうそう）の活字附訓本で、缺本（欠けた巻がある本）で、5,6巻が欠けています。
サイズは、縦23.5cm×横17.5cm。
小諸藩主牧野氏の蔵書で、のちに小諸町で酒造業を営んでいた大塚宗次氏が購入、大正3年（1914）に財団法人小諸図書館へ寄贈されました。
大塚宗次氏に関	2021-02-16
	50	[image: 第二次農地改革に就て(『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁)]	第二次農地改革に就て(『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁)	農地改革に関する記事。

戦後日本で行われた政策のひとつである農地改革の実際の内容を見て取れる。
これにより土地を得た人と取り上げられた人がいることが良くわかる。
農地委員か地方長官の許可がないと取得・取り上げが行えず行政の管理下に置かれている。


▼この記事は以下から参照できます。
#963 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2021-02-10
	51	[image: 本秋の麥作に就て(『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁)]	本秋の麥作に就て(『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁)	麥作に関する記事。
各農家へのお願いが書かれている。

食糧危機ながらも乗り越え、稲作も順調に進んだとあり、食糧不足に光明をもった様子。
肥料不足は続いている模様。

▼この記事は以下から参照できます。
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁	2021-02-10
	52	[image: 事業部の構想(『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁)]	事業部の構想(『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁)	戦後、西塩田青年団報となった。
「事業部の構想」の記事。

終戦後の復興に向けた心構えや意気込みが見て取れる。
食糧不足も続いており、遊休土地の利用や未利用資源の活用などぎりぎりの状況である。

▼この記事は以下から参照できます。
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁	2021-02-10
	53	[image: 昭和二年度西塩田青年団歳入予算（『西塩田時報』第190号（1927年6月1日 4項）））]	昭和二年度西塩田青年団歳入予算（『西塩田時報』第190号（1927年6月1日 4項）））	昭和2年度の青年団の予算が書いてある。
当時はまだ円の価値が低いために、現在よりも格段に小さい数だが、計算方法は現在と一緒である。	2021-01-28
	54	[image: 「信州上田学」学びの成果発表会(2021/01/24オンライン実施)]	「信州上田学」学びの成果発表会(2021/01/24オンライン実施)	★「信州上田学」学びの成果発表会 配布/印刷用PDF

日時　2021年1月24日(日) 9:30～12:00
会場　オンラインライブ配信にて一般公開(メイン会場は長野大学リブロホール)
主催　長野大学地域づくり総合センター
来賓　上田市長(予定)、特別講師
オンラインURL　追ってお知らせします。
プログラム
９：30	開会 はじめに
	来賓紹介
９：40	第１部	教員による地域協働型研究紹介
「塩田平のため池群における水資源管理の変遷と新たな利用価値の創出」
報 告 者	高橋大輔	環境ツーリズム学部教授
10：00	第２部	学生発表会
10：05	「信州上田学 A」履修生・市民受講生発表
テーマ	地域探検	信州上田デジタルマップ
10：20	「信州上田学 B」履修生発表
テーマ1．福祉の源流を知る、源流に触れる/農	2021-01-16
	55	[image: 太平洋戦争における上田地域の状況]	太平洋戦争における上田地域の状況	上田地域は上田合戦や太平洋戦争など数々の戦いに関わっているが、とりわけ日本の総力を挙げて戦った太平洋戦争では様々なモノ・事・人に影響が出ている。そのような状況を上田地域ではどのようであったのか調査したいと思う。どんな生活だったのか、行政は何をしていたのかなど見ていき当時の戦争を考えていきたい。ネット情報や「西塩田時報」のような資料、国会図書館デジタルコレクション、上田市立公文書館などで戦争に関する資料(農業や徴兵、訓示など)を調べる予定。

「西塩田時報」を中心に調べた結果。
農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)
農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)
	2020-12-21
	56	[image: ビタミンの話(『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)3頁)]	ビタミンの話(『西塩田時報』第5号(1946年12月25日)3頁)	ビタミンについて説明している記事である。(一)ビタミンの人体内に於ける役割、(二)ビタミンの種類、(三)主なるビタミンの分布並に缺乏性という3つの小見出しがある。昭和21年12月25日までに見つかっていた主なビタミンの種類や効果が文章や表形式で分かりやすく説明されている。

ビタミンをVと略していることや、昭和21年12月25日までのビタミンについての情報が分かりやすく書かれていて面白いと思ったため、この記事を採り上げた。

▼この記事は以下から参照できます。
#973 『西塩田青年団報』第5号(1946年12月25日)3頁	2020-12-14
	57	[image: 皆様と共に(『西塩田青年時報』第1号(1946年8月25日)1頁)]	皆様と共に(『西塩田青年時報』第1号(1946年8月25日)1頁)	私が気になったのは、この投稿の内容ではなく、この投稿自体に関してである。左下に原稿募集の文字がある。つまり、これは市民投稿によって成り立つ地域誌であるということがわかる。住んでいる人に寄り添った記事作りもさることながら、一緒に作り上げるという意味でこれは非常に有益であると考える。	2020-12-14
	58	[image: 民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)]	民主々義と現代青年の任務(『西塩田時報』第1号(1946年8月25日)3頁)	戦後日本が民主主義を採用することは必然であり、日本独自のデモクラシーを建設して日本の存在意義や世界への貢献としようという記事。

終戦後日本は民主主義国家へとなっていくがアメリカやイギリスの真似ではなく日本独自の天皇を戴く民主主義を建設しなければならないといったような内容が書かれており、国家のアイデンティティというものを考える面白い記事である。

▼この記事は以下から参照できます。
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁	2020-12-14
	59	[image: 虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項]	虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項	私は、この記事が面白いと思った。この記事には、この時代の農作物情報も載っており、豆牙虫の防除方法まで書いてある。

また、この時代にこの虫のせいで大きな損をしたことも書いてあり、時代背景が良くわかる記事だなと思った。

この記事は以下から参照できます。
#963 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2020-12-14
	60	[image: 発刊の辞 (『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁)]	発刊の辞 (『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁)	『西塩田時報』は西塩田青年団が発行した情報紙である。第１号冒頭の「発刊の辞」で発刊のねらいが述べられている。青年団が年１回発行していた「鉄城」を発展させ、年数回発行の「時報」に発展させたことがわかる。

地域の課題を「深く考え」ること、村民が政治的無関心を脱却し、村の自治にコミットすることの大切さを血気盛んに説いている。

政治的無関心、解決されない課題の山積などは現代と変わりなく、温故知新。むしろここで提起している課題こそ現代の課題であると気づかされる。

▼この記事は以下から参照できます。
#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁	2020-12-07
	61	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#951 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)1頁
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁
#954 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)4頁
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁
#956 『西塩田青年団報』第	2020-12-06
	62	[image: 信州上田学B2020②青年たちの手で学び舎をつくり、文化的地域をつくってきた歴史に学ぶ]	信州上田学B2020②青年たちの手で学び舎をつくり、文化的地域をつくってきた歴史に学ぶ	講座記録
▼第２回10/08講座（市民開放講座第２回）
　講師：小平千文氏(上田小県近現代史研究会会長）　86分


講義資料
青年たちの手で学び舎をつくり、文化的地域をつくってきた歴史に学ぶ
[image: ]
補足資料
[image: ]	2020-11-30
	63	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956年)]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956年)	
『西塩田時報Vol.2』(戦後編1946～1956年)
398頁／容量 252MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
目次からは分割したPDFをダウンロードしていただけます。

[image: ]


＜目次＞
　西塩田村青年団報(1946)第1号～第5号[LINK] 11MB
　西塩田時報(1947～1948)第1号～第20号[LINK] 23MB
　西塩田時報/公報(1948～1950)第21号～第40号(公報34号～)	2020-11-30
	64	[image: 『西塩田時報』Vol.1(戦前編1923～1943年)]	『西塩田時報』Vol.1(戦前編1923～1943年)	
『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)
918頁／容量 371MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
目次からは分割したPDFをダウンロードしていただけます。
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＜目次＞
　縮刷版・巻頭頁[LINK] 7MB
　西塩田時報(1923～)第1号～第20号[LINK] 41MB
　西塩田時報(1925～)第21号～第40号[LINK]	2020-11-23
	65	[image: 青年眞田幸村(信繁)公之像]	青年眞田幸村(信繁)公之像	まるで眞田幸村がすぐそこで戦の指揮を執っているかのような像です。ここから見える街の景色の素晴らしかったです。この像の右側には真田井戸という抜け穴があり、敵に包囲されてもその抜け穴から兵糧を運び入れたり、城兵の出入りに使われたりしていました。	2020-11-04
	66	[image: 大正時代の別所街道道標（上田市保野）]	大正時代の別所街道道標（上田市保野）	大正13年3月に保野青年會によって設置された別所街道の道標。泉田、室賀村方面への分岐点である旨が記されている。
大正10年に現在の別所線が開通しているが、それ以降も主要な道として使われていたことを示すものとして興味深い。	2020-05-26
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